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     ふふくくししまま子子どどもものの心心ののケケアアセセンンタターーのの基基本本方方針針ににつついいてて  

  

                                        一一般般社社団団法法人人福福島島県県子子どどもものの発発達達支支援援協協会会  

ふふくくししまま子子どどもものの心心ののケケアアセセンンタターー  

セセンンタターー長長  内内  山山  登登紀紀夫夫  

  

本本セセンンタターーのの支支援援方方針針はは、、東東日日本本大大震震災災後後にに福福島島県県でで行行っっててききたた子子どどももたたちちへへのの

支支援援活活動動をを背背景景にに構構築築さされれててままいいりりままししたた。。支支援援ににおおいいてて大大切切ににししてていいるる価価値値観観はは、、

親親子子へへのの深深いい共共感感とと敬敬意意、、地地域域のの支支援援者者ととのの協協働働、、そそししてて高高いい専専門門性性とと臨臨床床実実践践のの

重重視視でですす。。当当セセンンタターーのの臨臨床床ススタタッッフフはは、、高高度度なな臨臨床床技技術術とと知知識識のの維維持持ををししつつつつ、、

支支援援活活動動へへのの関関心心とと意意欲欲をを持持ちち続続けけ、、親親子子やや他他機機関関のの支支援援者者とと連連携携・・協協力力ししななががらら、、

支支援援をを行行っってていいまますす。。  

  当当セセンンタターーでではは、、BBiioo--PPssyycchhoo--SSoocciiaall（（生生物物－－心心理理－－社社会会））モモデデルルをを支支援援のの基基本本的的

なな枠枠組組みみととししてておおりりまますす。。ここののモモデデルルでではは、、「「生生物物」」はは生生ままれれつつききのの発発達達特特性性をを、、

「「心心理理」」はは、、子子どどももとと親親のの気気持持ちちをを大大切切ににすするるこことと、、「「社社会会」」はは子子どどももをを支支ええるる責責

任任主主体体ををそそれれぞぞれれ意意味味ししまますす。。社社会会ににはは、、家家庭庭やや保保育育所所、、認認定定ここどどもも園園、、幼幼稚稚園園、、

児児童童発発達達支支援援セセンンタターー、、学学校校ななどど、、多多様様なな支支援援者者がが含含ままれれまますす。。  

  BBiioo（（生生物物））でではは子子どどもものの発発達達特特性性をを正正確確にに把把握握しし、、親親とと地地域域のの支支援援者者にに適適切切にに情情

報報をを伝伝ええるるここととをを重重視視ししてていいまますす。。子子どどももへへののアアセセススメメンントトはは SSoocciiaall((社社会会））のの一一部部

ででああるる保保育育所所等等ののニニーーズズをを把把握握ししたたううええでで、、保保護護者者やや家家庭庭のの状状況況、、地地域域社社会会のの資資源源

ななどどもも含含めめてて包包括括的的にに行行いいまますす。。アアセセススメメンントト結結果果にに基基づづくく情情報報提提供供ににああたたっっててはは、、

専専門門家家がが得得たた情情報報はは保保護護者者ののももののででああるるとといいうう認認識識をを持持ちち、、ででききるる限限りり明明確確ににおお伝伝

ええすするるここととをを原原則則ににししてていいまますす。。  

  PPssyycchhoo（（心心理理））でではは支支援援者者のの言言動動にによよっってて保保護護者者やや子子どどももがが傷傷つつくくここととののなないいよよ

うう、、十十分分なな配配慮慮がが必必要要でですす。。過過去去にに保保護護者者がが心心をを痛痛めめたたよよううなな表表現現やや、、子子どどももににとと

っってて過過度度なな負負担担ととななるる言言葉葉ががけけはは避避けけななけけれればばななりりまませせんん。。支支援援のの場場でではは、、子子どどもも

のの負負担担をを減減ららすす工工夫夫、、わわかかりりややすすいい環環境境づづくくりりをを提提案案ししてていいききまますす。。  
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▷センター職員・顧問

職 員
職 名 氏 名 雇用区分 職 種

センター長 内 山 登紀夫 非常勤 医 師

副センター長（総務担当） 本 田 邦 之 常 勤 事 務

副センター長（調査担当） 鈴 木 勝 昭 非常勤 医 師

副センター長（業務担当） 安 部 郁 子 非常勤 公認心理師

主任精神保健福祉士 兼
主任公認心理師

本 田 智 春 常 勤
精神保健福祉士

公認心理師

公認心理師 山 﨑 鞠 常 勤 公認心理師

公認心理師 能 渡 綾 菜 常 勤 公認心理師

公認心理師 藁 谷 由美子 常 勤 公認心理師

公認心理師 仁 科 遼太郎 常 勤 公認心理師

事務担当 鈴 木 智 美 常 勤 事 務

公認心理師 川 島 慶 子 非常勤 公認心理師

顧 問
所 属 氏 名 職 名

東京医科大学精神医学分野 准教授 桝 屋 二 郎 医 師

▷ ふくしま子どもの心のケアセンター事業について 

（1）概要 

福島県から事業委託を受けて令和６年４月から一般社団法人福島県子どもの発達支援協
会がふくしま子どもの心のケアセンター事業を実施することになりました。 
事業の実施にあたっては、福島県発達障がい者支援センター及び福島学院大学、市町村、
関係機関・団体等と連携を図りながら、東日本大震災で被災した福島の子どもたちや家族へ
の支援活動に取り組んでいます。 
ふくしま子どもの心のケアセンター事業は、5つのカテゴリーに分けて実施しております。 
 

Ⅰ 乳幼児の発達支援 
浜通りを中心に、震災後の避難等の影響により支援を必要とする親子について、地域と連
携し、医師及び心理士や精神保健福祉士等が早期の発見と支援をサポートします。 
 

Ⅱ 家族支援 
ペアレント・プログラム等の保護者支援に関するプログラムを実施希望する事業所への
講師派遣協力を行います。また、保護者向けのグループや講演会などの協力も行います。 
 

Ⅲ 学校支援 
避難に該当した地区を対象に、医師及び心理士や精神保健福祉士等が学校と連携して支
援を行います。また、県内の教職員等を対象に、メンタルヘルス問題に関する予防的心理教
育プログラム（こころの授業）の実施者養成講座や、学校へ訪問してのコンサルテーション
等を実施します。 

 

Ⅳ 地域支援 
県内全域を対象に、地域の支援機関と連携しながら、必要に応じて医療支援や会議等への
参加を行います。 

 

Ⅴ 支援者支援 
子ども支援に関する研修会を主催し、支援者への支援を行います。その他、学校や事業所
が企画する研修会への講師派遣を行います。 
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18 2／13 
楢葉町（いわき市総合保健福祉セン
ター） 

相談会 内山先生 2 3 7 

19 2／20 大熊町（大熊町役場いわき出張所） 相談会 桝屋先生 1 2 6 

 
① 相談会 
（目的） 
東日本大震災後の原子力発電所の事故による避難の影響で社会資源の不足及び母子保健
体制の復旧途中である地域を対象として、子どもの発達支援をサポートすることを目的と
し、児童精神科医師の派遣を行います。医師派遣の際には、当センターの心理職と相談員が
同行します。事業の開催については市町村担当者を中心として会場準備等を行います。 
本相談会は、子どもの検査や診断を目的とするものではなく、子どもの毎日の生活がより
快適になることや親子の関わりがより円滑なものになるよう、どのような支援が必要かを
保護者及び地域支援者が検討し共有することを目的とします。 
（対象）  
ケースの対象は、乳幼児健診等で発達の偏りや遅れなどが心配される子どもであり、保護
者の本相談会の理解と同意の上、参加に至ります。地域によっては、学齢期の子どもが対象
児として参加することもあります。 
（参加者） 
保護者の同意の上、こども園や学校の担任や主任先生が相談会や打合せに同席されるこ
ともあります。 
（流れ） 

例）対象 4 歳男児の場合。対象児は、避難先の 1 歳半健診で言葉の遅れが指摘され経
過観察となりました。避難先の担当保健師から避難元町に健診後の申し送りがありま
した。その後、帰還して 3歳児健診を受診しました。健診の問診時に母親から気持ちの
切り替えの難しさやかんしゃくの対応が大変であるとの相談がありました。聴力に問
題はみられなかったが、会話は成立しにくいところがあり、経過観察となりました。翌
年 4 月からは、こども園入園となり、行事の参加の難しさやお友達とのトラブルが重
なったことで、本相談会の利用について、園や担当保健師、その他地域支援者の間で検
討されました。担当保健師が保護者に電話連絡し、現在の本児の日常生活の様子などを
確認すると、保護者も困り感があることがわかり当相談会を案内し、現在の生活の困り
感を相談することを勧めました。 
その後、保健師が相談会の参加の有無を再度確認するため家庭訪問をしたところ、医 
師に相談することについて、母親は診断が出るのではないかとの不安や心配がある様 
子でした。担当保健師は、検査や診断の目的について、本人の得意と不得意、発達の 
特性を知り本人にあった支援を行うために必要であることなどを説明しました。父親 
と相談して再度連絡することとなり、数日後、相談会利用希望と当日は両親で参加する 
旨、連絡がありました。 

▷ Ⅰ 乳幼児の発達支援 
（1）震災後の発達の気になる子どもとその保護者への支援  

 ＜事業概要＞ 
① 相談会：東日本大震災後の原子力発電所の事故による影響を受けた地域における親子
のメンタルヘルスに関する診察及び検査を実施し、地域の支援者と連携して支援を行
いました。医師（児童精神科医）、心理士、精神保健福祉士等の専門職が現地の支援機
関に赴き実施しました。 

②コンサルテーション：原子力災害の影響を受けた地域のこども園等からの要請を受け、
子どもの実態把握を行い、日々の保育や各子どもの発達に関する助言指導を行いまし
た。 

＜医師派遣先一覧及び相談会対象児童数＞ 

No. 日付 市町村（会場） 内容 担当医 

参加者数 

対象 
児童 

保護
者 

地域
の支
援者 

1 5／24 広野町（広野町保健センター） 相談会 内山先生 2 4 8 

2 5／29 浪江町（ふれあい交流センター） 相談会 内山先生 1 2 3 

3 6／14 大熊町（大熊町役場いわき出張所） 相談会 内山先生 2 4 3 

4 6／28 富岡町（富岡町立にこにここども園） コンサルテーション 内山先生 18 - 9 

5 7／12 楢葉町（あおぞらこども園） コンサルテーション 内山先生 24 - 12 

6 7／18 葛尾村（葛尾村役場） 相談会 内山先生 ※未実施 

7 8／1 双葉町（双葉町役場いわき支所） 相談会 内山先生 2 2 3 

8 8／8 川内村（川内村役場） 相談会 内山先生 ※未実施 

9 8／23 富岡町（富岡町保健センター） 相談会 内山先生 1 1 8 

10 9／6 川内村（かわうち保育園） コンサルテーション 内山先生 ※未実施 

11 9／27 楢葉町（富岡町保健センター） 相談会 内山先生 2 2 6 

12 10／4 広野町（広野町保健センター） 相談会 内山先生 2 3 9 

13 12／6 富岡町（富岡町保健センター） 相談会 内山先生 2 3 14 

14 12／12 双葉町（双葉町役場いわき支所） 相談会 桝屋先生 ※未実施 

15 12／18 
浪江町（いわき市総合保健福祉セン
ター） 

相談会 内山先生 2 3 6 

16 1／24 広野町（広野こども園ひろぱーく） コンサルテーション 内山先生 21 - 12 

17 1／31 葛尾村（葛尾村役場） 相談会 内山先生 ※未実施 
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18 2／13 
楢葉町（いわき市総合保健福祉セン
ター） 

相談会 内山先生 2 3 7 

19 2／20 大熊町（大熊町役場いわき出張所） 相談会 桝屋先生 1 2 6 

 
① 相談会 
（目的） 
東日本大震災後の原子力発電所の事故による避難の影響で社会資源の不足及び母子保健

体制の復旧途中である地域を対象として、子どもの発達支援をサポートすることを目的と
し、児童精神科医師の派遣を行います。医師派遣の際には、当センターの心理職と相談員が
同行します。事業の開催については市町村担当者を中心として会場準備等を行います。 
本相談会は、子どもの検査や診断を目的とするものではなく、子どもの毎日の生活がより
快適になることや親子の関わりがより円滑なものになるよう、どのような支援が必要かを
保護者及び地域支援者が検討し共有することを目的とします。 
（対象）  
ケースの対象は、乳幼児健診等で発達の偏りや遅れなどが心配される子どもであり、保護
者の本相談会の理解と同意の上、参加に至ります。地域によっては、学齢期の子どもが対象
児として参加することもあります。 
（参加者） 
保護者の同意の上、こども園や学校の担任や主任先生が相談会や打合せに同席されるこ
ともあります。 
（流れ） 

例）対象 4 歳男児の場合。対象児は、避難先の 1 歳半健診で言葉の遅れが指摘され経
過観察となりました。避難先の担当保健師から避難元町に健診後の申し送りがありま
した。その後、帰還して 3歳児健診を受診しました。健診の問診時に母親から気持ちの
切り替えの難しさやかんしゃくの対応が大変であるとの相談がありました。聴力に問
題はみられなかったが、会話は成立しにくいところがあり、経過観察となりました。翌
年 4 月からは、こども園入園となり、行事の参加の難しさやお友達とのトラブルが重
なったことで、本相談会の利用について、園や担当保健師、その他地域支援者の間で検
討されました。担当保健師が保護者に電話連絡し、現在の本児の日常生活の様子などを
確認すると、保護者も困り感があることがわかり当相談会を案内し、現在の生活の困り
感を相談することを勧めました。 
その後、保健師が相談会の参加の有無を再度確認するため家庭訪問をしたところ、医 
師に相談することについて、母親は診断が出るのではないかとの不安や心配がある様 
子でした。担当保健師は、検査や診断の目的について、本人の得意と不得意、発達の 
特性を知り本人にあった支援を行うために必要であることなどを説明しました。父親 
と相談して再度連絡することとなり、数日後、相談会利用希望と当日は両親で参加する 
旨、連絡がありました。 

▷ Ⅰ 乳幼児の発達支援 
（1）震災後の発達の気になる子どもとその保護者への支援  

 ＜事業概要＞ 
① 相談会：東日本大震災後の原子力発電所の事故による影響を受けた地域における親子
のメンタルヘルスに関する診察及び検査を実施し、地域の支援者と連携して支援を行
いました。医師（児童精神科医）、心理士、精神保健福祉士等の専門職が現地の支援機
関に赴き実施しました。 

②コンサルテーション：原子力災害の影響を受けた地域のこども園等からの要請を受け、
子どもの実態把握を行い、日々の保育や各子どもの発達に関する助言指導を行いまし
た。 

＜医師派遣先一覧及び相談会対象児童数＞ 

No. 日付 市町村（会場） 内容 担当医 

参加者数 

対象 
児童 

保護
者 

地域
の支
援者 

1 5／24 広野町（広野町保健センター） 相談会 内山先生 2 4 8 

2 5／29 浪江町（ふれあい交流センター） 相談会 内山先生 1 2 3 

3 6／14 大熊町（大熊町役場いわき出張所） 相談会 内山先生 2 4 3 

4 6／28 富岡町（富岡町立にこにここども園） コンサルテーション 内山先生 18 - 9 

5 7／12 楢葉町（あおぞらこども園） コンサルテーション 内山先生 24 - 12 

6 7／18 葛尾村（葛尾村役場） 相談会 内山先生 ※未実施 

7 8／1 双葉町（双葉町役場いわき支所） 相談会 内山先生 2 2 3 

8 8／8 川内村（川内村役場） 相談会 内山先生 ※未実施 

9 8／23 富岡町（富岡町保健センター） 相談会 内山先生 1 1 8 

10 9／6 川内村（かわうち保育園） コンサルテーション 内山先生 ※未実施 

11 9／27 楢葉町（富岡町保健センター） 相談会 内山先生 2 2 6 

12 10／4 広野町（広野町保健センター） 相談会 内山先生 2 3 9 

13 12／6 富岡町（富岡町保健センター） 相談会 内山先生 2 3 14 

14 12／12 双葉町（双葉町役場いわき支所） 相談会 桝屋先生 ※未実施 

15 12／18 
浪江町（いわき市総合保健福祉セン
ター） 

相談会 内山先生 2 3 6 

16 1／24 広野町（広野こども園ひろぱーく） コンサルテーション 内山先生 21 - 12 

17 1／31 葛尾村（葛尾村役場） 相談会 内山先生 ※未実施 
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ケース対応については、「相談会につながる前の支援」と「相談会後の地域につなぐ支援」
が重要です。地域の支援者の役割が非常に大きいです。 
② コンサルテーション 
（目的・対象） 
東日本大震災後の原子力発電所の事故により療育機関などの福祉施設の復旧が十分では
ない地域のこども園を対象とし、発達の偏りや遅れのある子どもを含むクラスの運営や子
どもへの支援に関して担任の先生等に助言を行います。 
（流れ） 
事前準備 
クラス単位の申し込みとします。クラスの名簿一覧と相談内容を申込書に記入いただき、
対象児が年少児から年長児の場合には、申し込みのあったクラス全員に対する『保育・指導
要録のための発達評価シート（TASP）』を実施します（担任記入）。 
当  日 
 相談支援事業所、基幹相談支援センター、発達障害者地域支援マネジャー、担任の先生な
どが参加する場合もあります。必要に合わせて町村が調整を行います。 
・事前カンファレンス；約 20分 
・行動観察；約 1時間 
・事後カンファレンス；30分 
・全体カンファレンス；約 1時間半 

 担任の先生に対して、実際の子どもの様子を踏まえ、質問事項に回答すると共に、参加者
全体で支援について検討を行います。 

（2）地域の母子保健体制整備に関連するサポート 

① 事業概要 
市町村等が実施する乳幼児健診や相談会等において、被災した乳幼児及びその家族等へ
の心の相談を行う場合に、臨床心理士等の専門職を派遣し支援します。本事業は「特定非営
利活動法人ビーンズふくしま」に業務委託し実施しました。 

 
② 実績（2025年２月末時点） 

派遣事業名 回数 派遣人数 

1.乳幼児健診への派遣（被災地域への専門職派遣事業） 280回 357名 

2.リフレッシュママクラス事業への派遣 11回 28名 

※回数、派遣人数は全て延べ 

事前準備；2週間前まで 
相談会の参加について保護者の同意を得ます。ケース概要（担当保健師）や保護者へのア
ンケート（保護者記入）、子どもの所属機関での様子（担任 等）に関する書類の準備を行い
ます。 
当  日 
・事前カンファレンス；約 30分 

事前準備書類に加えて乳幼児健診時の所見なども含め、支援者全体でケース概要の確
認を行います。相談支援事業所、基幹相談支援センター、発達障害者地域支援マネジャー、
担任の先生などが参加する場合もあります。必要に合わせて町村が調整を行います。 
・相談；約 2時間 

医師が保護者の面接を行います。担当保健師と当センター専門員（ワーカー）が同席し
ます。医師の指示の下、必要に合わせて当センター専門員（心理職）が対象児への検査等
を実施します。 
・事後カンファレンス；約 30分 

相談会の結果をもとに、地域の支援者と支援方針を検討します。 
・結果説明；約 30分 

検査結果から得られた本児の発達の特性及び支援方法や暫定診断などについて医師と
心理士が保護者に説明を行います。また、保護者の同意の下、担任の先生が同席し支援方
法に関する情報を共有するとともに日々の関わりで疑問に感じている点を相談すること
もあります。 
事後対応；約 2か月後 
検査結果を書面にまとめた心理所見を町村に郵送し、担当保健師が保護者と面接しなが
ら相談会の結果や支援方針について確認します。療育の利用や医療機関の受診などにつな
がることもあります。 
 
（会場；イメージ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 

乳
幼
児
の
発
達
支
援

5



ケース対応については、「相談会につながる前の支援」と「相談会後の地域につなぐ支援」
が重要です。地域の支援者の役割が非常に大きいです。 
② コンサルテーション 
（目的・対象） 
東日本大震災後の原子力発電所の事故により療育機関などの福祉施設の復旧が十分では
ない地域のこども園を対象とし、発達の偏りや遅れのある子どもを含むクラスの運営や子
どもへの支援に関して担任の先生等に助言を行います。 
（流れ） 
事前準備 
クラス単位の申し込みとします。クラスの名簿一覧と相談内容を申込書に記入いただき、
対象児が年少児から年長児の場合には、申し込みのあったクラス全員に対する『保育・指導
要録のための発達評価シート（TASP）』を実施します（担任記入）。 
当  日 
 相談支援事業所、基幹相談支援センター、発達障害者地域支援マネジャー、担任の先生な
どが参加する場合もあります。必要に合わせて町村が調整を行います。 
・事前カンファレンス；約 20分 
・行動観察；約 1時間 
・事後カンファレンス；30分 
・全体カンファレンス；約 1時間半 

 担任の先生に対して、実際の子どもの様子を踏まえ、質問事項に回答すると共に、参加者
全体で支援について検討を行います。 

（2）地域の母子保健体制整備に関連するサポート 

① 事業概要 
市町村等が実施する乳幼児健診や相談会等において、被災した乳幼児及びその家族等へ
の心の相談を行う場合に、臨床心理士等の専門職を派遣し支援します。本事業は「特定非営
利活動法人ビーンズふくしま」に業務委託し実施しました。 

 
② 実績（2025年２月末時点） 

派遣事業名 回数 派遣人数 

1.乳幼児健診への派遣（被災地域への専門職派遣事業） 280回 357名 

2.リフレッシュママクラス事業への派遣 11回 28名 

※回数、派遣人数は全て延べ 

事前準備；2週間前まで 
相談会の参加について保護者の同意を得ます。ケース概要（担当保健師）や保護者へのア
ンケート（保護者記入）、子どもの所属機関での様子（担任 等）に関する書類の準備を行い
ます。 
当  日 
・事前カンファレンス；約 30分 

事前準備書類に加えて乳幼児健診時の所見なども含め、支援者全体でケース概要の確
認を行います。相談支援事業所、基幹相談支援センター、発達障害者地域支援マネジャー、
担任の先生などが参加する場合もあります。必要に合わせて町村が調整を行います。 
・相談；約 2時間 

医師が保護者の面接を行います。担当保健師と当センター専門員（ワーカー）が同席し
ます。医師の指示の下、必要に合わせて当センター専門員（心理職）が対象児への検査等
を実施します。 
・事後カンファレンス；約 30分 

相談会の結果をもとに、地域の支援者と支援方針を検討します。 
・結果説明；約 30分 

検査結果から得られた本児の発達の特性及び支援方法や暫定診断などについて医師と
心理士が保護者に説明を行います。また、保護者の同意の下、担任の先生が同席し支援方
法に関する情報を共有するとともに日々の関わりで疑問に感じている点を相談すること
もあります。 
事後対応；約 2か月後 
検査結果を書面にまとめた心理所見を町村に郵送し、担当保健師が保護者と面接しなが
ら相談会の結果や支援方針について確認します。療育の利用や医療機関の受診などにつな
がることもあります。 
 
（会場；イメージ） 
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④ 参加者の感想（一部を抜粋） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・文字で書きだしてみて、改めてできていること、困っていること等、わかりや
すく分類することができました。ギリギリセーフ行動も見つけることができ
て、参加してとても良かったです。 
・ほめることもできる時とできない時があるけれど、お互い機嫌よく過ごせる努
力を常に意識して子育てをしていきたいと思いました。 
・いろいろな視点があることに気付くことができました。自分で自分のあるべき
姿を決めて、それに縛られていたということに気が付きました。 
・現状把握表に書くこと、そして皆と意見を交換する事はとても有意義な時間で
した。救われたこともたくさんありました。ありがとうございました。 
・回をかさねていくことで、気持ちが軽くなりました。ギリギリセーフを知った
ことで考え方を少し変えることができました。デンジャラス〇〇では自分が気
になる傾向がわかってきたような気がします。 

 

▷ Ⅱ 家族支援 
（1）保護者支援プログラム  

① 事業概要 
児童発達支援、放課後等デイサービス等の子ども支援に関わる施設と連携のもと、県内で
子育てをすることへの悩みや子どもの発達に不安を抱える保護者等を対象に保護者支援プ
ログラムとして、今年度はペアレント・プログラムについての講師派遣協力を行いました。 

 
② ペアレント・プログラムとは 
ペアレント・プログラム（以下、ペアプロ）は、応用行動分析に基づいたプログラムです。
子どもや自分自身について「行動」で把握し、良い行動を具体的にほめることを行います。
また、母親の子どもへの見方を変えるという認知の変容を重要視します。「障害」という言
葉を使用しないこともあり、子育て支援に広く活用が可能です。 
実施は 1クール 6回と終了後 3カ月程度後に行われるフォローアップ回の全 7回によっ
て構成され、10名程度を目安とした保護者がペアでの話し合いなどに取り組みます。 
 
③ 2024年度の実績 
今年度の派遣実績は 8か所（県北、県中２か所、県南、会津 2か所、相双、いわき）であ
り、それぞれ 1クールの実施でした。参加者数（参加申し込みをして、1クール中に 1度以
上参加した人数）を図 2-1に示します。 
図には、「保護者」と「支援者」の実数を示しているが、これはペアプロが保護者支援の
場であると同時に、子ども支援に関わる支援者も参加することで、ペアプロのポイントを理
解し、日々の支援のための研鑽の場とする目的も兼ねているためです。 
 全か所を合計すると、ペアプロの参加者は保護者 65名、支援者 62名でした。 
 

 
図 2-1 ペアプロの地区別参加者数（実数）  
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④ 参加者の感想（一部を抜粋） 
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③ 参加者の感想（一部を抜粋）と実施の様子 
 
 
 
 
 
 
                                  
                             
                            
 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（3）県外話会・交流会 

① 事業概要 
東日本大震災で被災し、県外に避難し子育てをしている人を対象に、県外での子育てにつ
いての思いや悩みなどを共有する集いの場として県外で話会・交流会を開催しました。また、
連携団体と共に、親子が避難先でも孤立しないよう、相談を受けたり情報提供を行ったりし
ました。本事業は「特定非営利活動法人ビーンズふくしま」に業務委託し実施しています。 
 
 

・悩みを聞いていただいて心が軽くなりました。
ありがとうございました。（南相馬市） 
・引っ越しをしてきたばかりで知り合いがいな
かったのですが、郡山の情報が知ることがで
き、ママさん達とお話ができて良かったで
す。（郡山市） 
・子どもが少しずつ離れてくれるようになった
ので、お茶を飲みながらゆっくりお話ができ
て楽しかったです。（石川町） 

 

・久しぶりに家族以外の大人の人と話すこと
ができて楽しかったです。（二本松市） 
・身近なテーマで、少人数で気軽に発言でき
るのが良かったです。 
（いわき市） 
・困りごとの共有ができて、うちだけではな
かったとほっとしました。（双葉郡） 
・皆さんが親切で、大人と話せてリフレッシ
ュができました。他のママ達も頑張ってい
るなと共感できとても良かったです。明日
からまた頑張れそうです。（福島市） 

（2）県内話会・交流会（ままカフェ）  

① 事業概要 
東日本大震災で被災した県内の親子の集いの場として「ままカフェ」を各地域で定期的に
開催し、子育て支援を行いました。母親の仲間づくりや子どもの支援ニーズ把握等の場とし
ての役割を担いました。本事業は「特定非営利活動法人ビーンズふくしま」に業務委託し実
施しています。 
 
② 実績（2025年 2月末時点） 

地域 回数 
参加者 

母親 初参加 
ままカフェ＠ふくしま 
（会場：コラッセふくしま、福島市保健福祉センター、 
福島県青少年会館） 

11回 99名 60名 

ままカフェ＠こおりやま 
（会場：NPO 法人子育て支援コミュニティ プチママン） 

11回 28名 14名 

ままカフェ＠けんなん 
（会場：石川町モトガッコ、浅川町保健センター） 

6回 72名 29名 

ままカフェ＠いわき 
（会場：一般社団法人Wendy いわき） 

8回 78名 65名 

ままカフェ＠みなみそうま 
（会場：原町保健センター、小高交流センター） 

5回 48名 26名 

ままカフェ＠ふたばぐん 
（会場：浪江町幾世橋防災コミュニティセンター、富岡町
総合福祉センター、みんなの交流会ならは CANvas） 

4回 45名 19名 

ままカフェ＠二本松 
（会場：福島県男女共生センター） 

9回 31名 13名 

合計 54回 401名 226名 
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③ 参加者の感想（一部を抜粋）と実施の様子 
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② 実績（2025年 2月末時点） 

地域 回数 
参加者 

母親 初参加 
ままカフェ＠ふくしま 
（会場：コラッセふくしま、福島市保健福祉センター、 
福島県青少年会館） 

11回 99名 60名 

ままカフェ＠こおりやま 
（会場：NPO 法人子育て支援コミュニティ プチママン） 

11回 28名 14名 

ままカフェ＠けんなん 
（会場：石川町モトガッコ、浅川町保健センター） 

6回 72名 29名 

ままカフェ＠いわき 
（会場：一般社団法人Wendy いわき） 

8回 78名 65名 

ままカフェ＠みなみそうま 
（会場：原町保健センター、小高交流センター） 

5回 48名 26名 

ままカフェ＠ふたばぐん 
（会場：浪江町幾世橋防災コミュニティセンター、富岡町
総合福祉センター、みんなの交流会ならは CANvas） 

4回 45名 19名 

ままカフェ＠二本松 
（会場：福島県男女共生センター） 

9回 31名 13名 

合計 54回 401名 226名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 

家
族
支
援

10



（4）山形市等への委託事業 

① 事業概要 
  山形県に避難している被災児童及び保護者を支援するため、山形市及び yama_colon 

laboに支援業務を委託しました。 
  山形市では、避難者交流支援センターを設置し、専門スタッフによる相談支援や、児童 
及び保護者間の交流を図りました。 

  また、yama_colon laboは、アロマテラピー等の自然療法を用いたセルフケアや地域文 
化を学習する講習会を開催し、心身のリフレッシュを図るとともに、地域の人たちとの交 
流を行いました。 

 
② 実績 
 ⅰ 山形市避難者親子交流事業（山形市委託）   

交流会等を毎週開催し、２７７名参加（２月末現在）。 
 ⅱ 山形県への避難家族を対象とするストレスケア事業（yama_colon labo 委託） 
   8月から講習会を６回開催し、児童及び保護者は３３名参加。 
 
③ 事業実施の様子 
 
 

 

 

 

② 実績 
・県外交流会（2024年 2月末時点） 

地域 実施回数 
参加人数 
（親子計） 

宮城県：一般社団法人マザー・ウイング 11回 92名 
東京都：ＮＰＯ法人こどもプロジェクト 9回 42名 
ＮＰＯ法人こどもプロジェクト ９回 38名 
その他団体への協力 9回 125名 

 
・会議等への参加・協力 
参加回数：3回 
対 象 者：138名 

 
③ 参加者の感想（一部を抜粋）と実施の様子 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・子どもの進学についての話ができてありがた
かったです。（東京都） 
・いわき市に住んでいる高齢の親の体調が心配
です。最近は頻繁に帰っています。（東京都） 
・家のことや仕事と忙しい毎日だが、交流会に
行くとほっと安心ができます。（埼玉県） 
・避難者同士だと安心して話しができ、元気が
でます。（埼玉県）

 

・皆さんが福島県出身と同郷なので安心して話
すことができます。（仙台市） 
・浪江町出身なので今の浪江町のことを教えて
いただき、先日子どもを連れて遊びにいきま
した。（仙台市） 
・来年子どもの高校受験を機に福島市へ帰還予
定。受験の情報を詳しく知ることができ、帰
還する地域の様子が知れて良かったです。
（新潟市） 
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③ 実施時の様子 
当日は、各ブースに児童生徒を振り分け、医師と心理士、ないしは心理士のペアで面談に

あたりました。 
 
スケジュールの例 

 
ブース１ 

D 医師・E 心理士 
ブース２ 

F 心理士・G 心理士 

１校時 会場設営、打ち合わせ 

2 校時 児童 H 児童 I 

3 校時 児童 J 児童 K 

4 校時 児童 L 児童 M 

5 校時 児童 N 児童 O 

6 校時 児童 P 児童 Q 

放課後 シェアリング 

 
児童生徒との面接では、学習や友人関係のこと、受験に対する不安などが語られました。

面談後のシェアリングの時間では、医師および心理士より、担当した児童生徒の見立てを学
校と共有しました。共有の際、担任の先生や、管理職の先生から、児童生徒の様子や関わり
方について具体的な質問もあげられました。また、SC や SSW の先生にも同席いただき、
教職員と医師、心理士、精神保健福祉士といった専門職が協力し合いながら、避難地区該当
学校の児童生徒の心配事や対処法を共有する機会となりました。 

 
 
 
 

 
 

  

▷ Ⅲ 学校支援 
（1）心の健康相談会 

① 事業概要 
原発事故の原発避難の影響を受けた地域に所在する学校を対象として、在籍する児童生

徒への支援を行いました。 
児童生徒に関する学校からの情報や、心の健康アンケートで得られた結果をふまえなが

ら、医師（精神科医）と心理士が児童生徒との個別の面談を実施しました。その中で語られ
た児童生徒が感じている不安や心配に関して対処法などの助言を行うとともに、学校と情
報を共有して児童生徒支援の充実を図りました。 

 
 
② 実績 
該当校での面談実施概要 

 
■は悉皆実施の学年 

 
2024 年度の心の健康相談会は 3 校で実施され、計 7 日開催されました。当日派遣された

スタッフの延べ人数は、医師 7 名、心理士 20 名でした。 
特定の学年や転校生を対象に面談を行いました。 
 
 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

A小学校 4名 1名 3名 5名 1名 3日 3名 6名

B小学校 11名 1日 1名 3名

C中学校 8名 1名 2名 3日 3名 11名

校種

児童生徒数 スタッフ

小学校 中学校
医師 心理士

実施
日数
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小学校 中学校
医師 心理士

実施
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（3）学校巡回相談 

① 事業概要 
申し込みがあった県内の学校に医師、心理士、精神保健福祉士が訪問し、対象児童生徒や

その保護者との面談、授業観察、心理アセスメント（心理検査）等を行いました。また、必
要な支援について、教職員とのコンサルテーションを実施しました。 
 
② 実績 
訪問回数（延べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2024 年度は小学校に 10 回、中学校に 3 回、高等学校に 0 回、支援学校に 0 回、合計で

13 回（全て延べ回数）、巡回相談を実施しました。 
 
③ 学校巡回相談の様子 

2024 年度は原発避難の影響を受けた地域の学校も含めて、医師、心理士、精神保健福祉
士がチームとなって学校を訪問しました。 
避難該当地域にある学校での巡回相談では、帰還後、気になる児童生徒の行動観察や、児

童生徒との面談、学校の先生方やスクールソーシャルワーカーとの情報共有、およびコンサ
ルテーションが主な内容となり、ケースによっては児童生徒の保護者との面談も行いまし
た。 
一例をあげれば、授業中に落ち着かないような行動が見られる子どもへの関わり方に悩

んでいる教員や保護者に対して、学校生活の状況と巡回相談での見立ての共有を行い、医療
機関につながる必要性や普段の関わり方などついて検討しました。また、心の健康相談会の
アフターフォローとして、心の健康相談会で面談を行った児童生徒の経過観察やコンサル
テーションを行うケースもありました。 

 
 

 

県北 県中 県南 会津 南会津 相双 いわき
小 0 0 0 2 0 8 0

中 0 0 0 0 0 3 0

高 0 0 0 0 0 0 0

支援学校 0 0 0 0 0 0 0

0
2
4
6
8

10

小 10

中 3

高 0

支援学校 0

総計 13

0

5

10

15

（2）予防的心理教育プログラム：「こころの授業」研修会 

① 事業概要 
 より多くの学校で予防的心理教育プログラム（以下、こころの授業）を実施いただくこと
を目的に、教職員やスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなどを対象とした
研修会を行いました。 
 
② 実績 
参加者：南相馬会場 13 名、福島会場 26 名、郡山会場 21 名 
テーマ：「こころの授業 Unit.１自己肯定感を高める、気持ちの切り替え方法を学ぶ」 
    「こころの授業 Unit. 2 感情のコントロール、アサーション」 

研修会当日の流れ 

10：00〜10：05  開会式・オリエンテーション 

10：05〜12：30  
こころの授業の目的・内容・ポイントの講義 
講師による授業実演 

12：30〜14：00   昼⾷休憩・グループ練習 

14：00〜15：50  デモンストレーション（授業のシナリオをもとに実施） 

15：50〜16：00  修了式・プログラム実施に関するお願い 

 
③ 研修会の様子 

 

 

 

 

参加者の感想 
・アンガーマネージメントやアサーティブの理論を子供達にどうわかりやすく伝え
ていくか、という点で大変参考になりました。 

・同じ内容で他の方がされる授業を一度にこんなにたくさん見る機会は無いので、
他の受講者から学ぶことがたくさんあり、とても勉強になりました。 
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③ 結果 
 アンケートの結果は、『心のサポートアドバ
イスシート』という個票で学校に返却しまし
た。 
教育相談やカウンセリング等の場で、児童

生徒の心の健康について相談する際の資料と
したり、学校を通して保護者の皆様に個票を
返却することで活用いただきました。また、
昨年度と今年度のアンケート結果の個人の変
化を比較できるよう、『アンケート結果比較ツ
ール』（Excel）を各学校に配布しました。 
 心の健康相談会や学校巡回相談において
も、アンケート結果を活用し、面談やコンサ
ルテーションを行いました。 
 
 
学年別平均得点の結果 

 
 
生活習慣（平日の遊びに関する過ごし方）の結果 

 

小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

心の元気さ 3.44 3.59 3.38 3.33 3.25 3.34 3.27

やさしさ 3.64 3.85 3.68 3.49 3.74 3.65 3.65

イライラ 2.22 2.12 2.25 2.43 2.53 2.44 2.43

1
2
3
4
5

46%

53%

24%

27%

53%

32%

22%

37%

27%

27%

11%

13%

18%

15%

9%

6%

6%

9%

13%

5%

5%

5%

12%

19%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友達と外で遊ぶ

友達とゲームで遊ぶ

1人でゲームで遊ぶ

携帯電話・スマホを使う

PC・タブレットを使う

しない 1時間未満 1〜2時間 2〜3時間 3時間以上

（4）被災地の児童・生徒の精神衛生に関する調査（心の健康アンケート） 

① 事業概要 
福島県からの委託を受け、相双教育事務所の協力のもと、被災による児童生徒への教育

的・臨床的支援を目的とした心の健康アンケートを実施しました。対象は、相双教育事務所
管内の小中学校、義務教育学校に在籍する小学３年生から中学 3 年生としました。 
実施の際には、各学校に配布されているタブレットを活用し、QR コードを読み取り Web

上のアンケートフォームによって回答を得る形式としました。 

 
 
 
 
 
 
 
② 実績 
 アンケートを実施した学校数と児童生徒数 

 
 
 

種類 校数 種類 学年 人数
小学校 28 小学校 3年生 732
中学校 18 4年生 748
義務教育学校 3 5年生 750
合計 49 6年生 665

中学校 1年生 728
2年生 744
3年生 823

義務教育学校 3年生 28
4年生 22
5年生 17
6年生 17
7年生 22
8年生 21
9年生 11

合計 5,328

アンケートの項目 
① 心の元気さ（例：楽しみにしていることがたくさんある） 
② やさしさ （例：私は、年下の子どもたちに対してやさしくしている） 
③ イライラ （例：たたかれたり、けられたりしたら必ずやり返す） 
④ 生活習慣 （起床・睡眠時間、遊びについての質問） 
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（4）その他の地域支援 

① 事業概要 
県内の子ども支援に関わる支援者の希望のもと、個別スーパーバイズや、各種事業への参
加・見学（子どもの発達支援への医師の陪席など）を通して、支援者の研鑽の機会を作りま
した。 
 
② 実績 
・ケースに関する個別 SV：6回  
・ふたば教室：6回 
・相双保健福祉事務所いわき出張所あそびの教室：8回 
・福島大学大学院心理実践実習受入：2名 
・福島学院大学公認心理師実習受入：9名 
・乳幼児の発達支援への陪席：3回 

▷ Ⅳ 地域支援 
（1）地域巡回相談 

① 事業概要 
県内の子どもに関わる施設と連携し、行動観察やコンサルテーション、保護者との面接な

どを通して地域での巡回相談を実施しました。（※学校に関する巡回相談は「Ⅲ 学校支援」
を参照） 
 
② 実績 
・福祉事業所へのコンサルテーション：6回 
・行政相談会への協力：21回 
 
③ 実施の様子 
 県内で児童発達支援を行っている福祉事業所より依頼を受け、コンサルテーションを実
施しました。これまでの支援状況と子どもの行動観察からアセスメントを実施し、事業所ス
タッフと共に、支援の方向性について検討しました。その上で、特性に応じた具体的な支援
方法や関係機関との連携、家族への支援等について助言を行いました。 
 

（2）要保護児童対策地域協議会 

① 事業概要 
震災後に虐待件数が増加している現状を踏まえ、県内の要保護児童対策地域協議会から
の依頼を受けて協議会への参加等の協力を行いました。 
 
② 実績 
参加回数：6回  

 

（3）関係機関との連携 

① 事業概要 
県内の支援のためのネットワークを構築するため、福島の復興支援に関わる情報交換会

や会議等への参加を行いました。 
 
② 実績 
・第一回地域支援チーム戦略・連携会議：１回 
・双葉郡の子ども支援に関する事業の説明会：1回 
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県内の支援のためのネットワークを構築するため、福島の復興支援に関わる情報交換会
や会議等への参加を行いました。 
 
② 実績 
・第一回地域支援チーム戦略・連携会議：１回 
・双葉郡の子ども支援に関する事業の説明会：1回 
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▷ Ⅴ 支援者支援 
（1）主催研修会 

子ども支援を行っている支援者に対し、スキルアップや指導者の育成を目的とした研修
会を開催しました。 
 
① 子どもの運動遊び支援者スキルアップ研修会 
・参加者：１７名 
・会場： 二本松市城山第二体育館 
幼稚園教諭、保育士、子育て支援センター職員等を対象に、支援者のスキルアップを図るこ
とを目的として開催。乳幼児期における「運動」「運動遊び」の必要性を学び、室内や親子
で行う運動遊びの実技を通して学びました。一つひとつの動きの目的や動きを通して見え
てくる発達状況の確認、運動が嫌いにならない言葉かけの工夫などすぐに実践できる内容
で行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参加者の感想】 
・子どもの運動機能のどこに注目するのか、どう関わるのかなど、具体的で実践的

に学ぶことができました。身近なもので作れる道具も紹介頂きまして、運動遊び
のマンネリ化解消にもなりそうです。また、子どもたちで準備や片付けできるよ
うな設定や声掛けが、認知機能や行動面への向上につながることも学ぶことがで
きました。 

・実際に自分で体を動かし、こども達と遊ぶ想像をしながら楽しむことができまし
た。1 歳児担任ですが、早速保育に取り入れていきたいと思います。 

② CAPスペシャリスト養成講座（5日） 
・基礎編参加者：１１人 
・実践編参加者：９人 
・会場： 須賀川市労働福祉会館・郡山市セルフミーティングルーム虎丸 
子どもに関わる全てのおとなを対象に、暴力防止の専門家（CAP スペシャリスト）を養成
することを目的として一般社団法人 J-CAPTA と共催で開催。児童虐待の歴史や関連法律、
子どもの人権について学ぶとともに、地域で行われているワークショップの目的や流れを
学びました。実践編では児童相談所の役割と機能についての講義を受け、地域で行われてい
るワークショップの演習を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 子どものための PFA研修会 
・参加者：１６名 
・会場： 郡山ユラックス熱海 
子どもの支援、子育て支援に携わっている方を対象に人材育成を目的として開催。公益社団
法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン協力のもと、地震や事故などの危機的な出来事に直
面した子どもたちのこころを傷つけずに対応するためのスキル（支援者が共通して身に着
けておくべき心構えと対応）について学びました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参加者の感想】 
・“安心、自信、自由”を核としつつそれに対する具体的な内容まで詳細に解説いた

だき、自分の中の感覚が少しバージョンアップできた気がします。子どもの権利
とシンプルな 3 つの言葉をすえて伝えていることが興味深かったです。 

・CAP の言葉で伝えるということが印象に残りました。シナリオを頭に入れつつ、
子どもたちの生の声に答える柔軟さも必要になるので実践されてる方はすごいな
と思いました。 

【参加者の感想】 
・これまで勤務している中で、災害等などの危機的な状況でどのような支援を行っ

たらよいのか、といったことがあまり明確になっていませんでした。今回の研修
を受けて、発達段階でのストレス反応や PFA の行動原則を学び、研修を受ける
前より理解を深めることができました。また PFA を学校現場でも共通理解を図
っておくことで、実際に PFA を提供する場面になった際には、支援を必要とす
る子どもへ支援を行えるのではないかと感じました。 

・ストレスを表に出せる人と出せず心の中で押し込めてしまう人と多数分かれると
思うため、様子を見ながら声をかけてサポートをしていきたい。 
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で行う運動遊びの実技を通して学びました。一つひとつの動きの目的や動きを通して見え
てくる発達状況の確認、運動が嫌いにならない言葉かけの工夫などすぐに実践できる内容
で行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参加者の感想】 
・子どもの運動機能のどこに注目するのか、どう関わるのかなど、具体的で実践的

に学ぶことができました。身近なもので作れる道具も紹介頂きまして、運動遊び
のマンネリ化解消にもなりそうです。また、子どもたちで準備や片付けできるよ
うな設定や声掛けが、認知機能や行動面への向上につながることも学ぶことがで
きました。 

・実際に自分で体を動かし、こども達と遊ぶ想像をしながら楽しむことができまし
た。1 歳児担任ですが、早速保育に取り入れていきたいと思います。 

② CAPスペシャリスト養成講座（5日） 
・基礎編参加者：１１人 
・実践編参加者：９人 
・会場： 須賀川市労働福祉会館・郡山市セルフミーティングルーム虎丸 
子どもに関わる全てのおとなを対象に、暴力防止の専門家（CAP スペシャリスト）を養成
することを目的として一般社団法人 J-CAPTA と共催で開催。児童虐待の歴史や関連法律、
子どもの人権について学ぶとともに、地域で行われているワークショップの目的や流れを
学びました。実践編では児童相談所の役割と機能についての講義を受け、地域で行われてい
るワークショップの演習を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 子どものための PFA研修会 
・参加者：１６名 
・会場： 郡山ユラックス熱海 
子どもの支援、子育て支援に携わっている方を対象に人材育成を目的として開催。公益社団
法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン協力のもと、地震や事故などの危機的な出来事に直
面した子どもたちのこころを傷つけずに対応するためのスキル（支援者が共通して身に着
けておくべき心構えと対応）について学びました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参加者の感想】 
・“安心、自信、自由”を核としつつそれに対する具体的な内容まで詳細に解説いた

だき、自分の中の感覚が少しバージョンアップできた気がします。子どもの権利
とシンプルな 3 つの言葉をすえて伝えていることが興味深かったです。 

・CAP の言葉で伝えるということが印象に残りました。シナリオを頭に入れつつ、
子どもたちの生の声に答える柔軟さも必要になるので実践されてる方はすごいな
と思いました。 

【参加者の感想】 
・これまで勤務している中で、災害等などの危機的な状況でどのような支援を行っ

たらよいのか、といったことがあまり明確になっていませんでした。今回の研修
を受けて、発達段階でのストレス反応や PFA の行動原則を学び、研修を受ける
前より理解を深めることができました。また PFA を学校現場でも共通理解を図
っておくことで、実際に PFA を提供する場面になった際には、支援を必要とす
る子どもへ支援を行えるのではないかと感じました。 

・ストレスを表に出せる人と出せず心の中で押し込めてしまう人と多数分かれると
思うため、様子を見ながら声をかけてサポートをしていきたい。 
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④ セカンドステップ講演会 
・参加者：３０名 
・会場：けんしん郡山文化センター 
「子どもが加害者にならないためのプログラム」であるセカンドステップを広く普及する
ことを目的として講演会を開催。実際の教材を使用しながらセカンドステップのねらいや
効果を紹介しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 親と子どものふくふくトレーニングトレーナー養成研修（3日） 
・参加者：１３名 
・会場：福島県男女共生センター 
行動療法の理論背景をもとに、子どもの問題行動を減らし、望ましい行動を効果的にしつけ
られるスキルを体得するプログラムを体験を通して学び、養育者や子ども支援に関わる仕

【参加者の感想】 
・セカンドステップというプログラムがあることを初めて知ったので、どのようなも

のか知ることができて良かったです。自分の気持ちや人の気持ちを考えたり、どう
行動すればよいか知ったりする授業は必要だと改めて思いました。実際にカードな
ど使ってやっていただいたのですが、断片的だったので、一コマを初めから最後ま
で見てみたいな、と思いました。 

事をしている支援者に伝えるトレーナーを養成することを目的として開催。各セッション
について、講義とロールプレイを通して最終日にはトレーナーとして模擬セッションを行
いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 県外支援者研修会 
・参加者：７名 
県外避難者を支援している団体（ままカフェや親子サロン、相談会の開催等）との連携や、
支援者のスキルアップを目的として研修会を開催。「親のメンタルヘルス」について当セン
ターより報告し、その後支援団体との意見交換を行いました。 
※オンライン（zoom）で開催。 
 
⑦ PEP-3一日研修会 
・参加者：１１名 
・会場：福島市男女共同参画センター ウィズ・もとまち 
県内の専門職を対象に、自閉症・発達障害児教育診断検査（日本版 PEP-３）によるアセス
メントのスキルアップを目的として研修会を開催。行動観察の視点を学び、実際の検査場面
の映像を見ながら評価を行いました。 

【参加者の感想】 
・ふくトレだけでなく、今後の子育てにも、仕事にも、人付き合いにも役立つよう

な内容が多かったので、忘れないように、どんどん使っていきたいと思います。
そして、今回学んだふくトレをできるだけ広めていきたいと思います。 

・マニュアルに沿って理論の理解にのみとどまることなく、実際にトレーナーや保
護者の役割をやってみながら（ロールプレイ）研修できたことが、よりリアルで
実際の場面で対処できそうな気持ちになりました。様々な方々の御意見や反応も
自分にはなかった考えを共有でき、より広げ深めることができました。たくさん
もっていたいと思った。 
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（2）他機関研修会への講師派遣 

① 事業概要 
他機関から、当センターに講演会・研修会の講師依頼があり実施しました。 
 
② 実績 
・教育機関：6 回 
・行政機関：4 回 
・福祉事業所：2 回 
・その他：1 回 
 

▷ 東日本大震災後の浜通りの子どもたちへの支援報告会 
   
① 概 要 

「“未来”へのつながる支援のために」と題し、これまでの当センターの取り組みに 
  ついて報告するとともに、浜通りの子どもたちの“未来”につながる支援について地域 
  の関係機関の方々と意見交換を行いました。 
 ② 主 催 

福島県、一般社団法人福島県子どもの発達支援協会 
 ③ 日 時 
   ２０２５年３月２３日（日）１３：００～１６：３０ 
 ④ 会 場 
   杉妻会館「百合」（福島市） 
 ⑤ 参加者 ７０名 
 ⑥ 内 容 

第一部 浜通りの子どもたちへの支援の取り組み 
  ◇福島県のこれまでの子どもたちへの支援について 
   福島県保健福祉部こどもの未来局児童家庭課    熊 坂 和 美 主幹 
  ◇乳幼児から学齢期の発達のための支援について   内 山 登紀夫 
  ◇学齢期の発達支援 ～学校支援～         鈴 木 勝 昭  
 
  第二部 シンポジウム“未来”へつながる支援のために 
  ◇コーディネーター   安 部 郁 子 
  ◇パネリスト       

富岡町立富岡小学校長・中学校長         武 内 雅 之 氏 
   富岡町福祉課子育て支援係保健師         児 島 大 寛 氏 
   基幹相談支援センターふたばセンター長      遠 藤 隼 人 氏 
   児童発達支援センターわくわくキッズ管理者    新 妻 陽 子 氏 
   ふくしま子どもの心のケアセンター         

主任精神保健福祉士・主任公認心理師       本 田 智 春 
  ◇コメンテーター 
   公立大学法人福島県立医科大学医学部災害こころの医学講座教授 

   ふくしま心のケアセンター所長          前 田 正 治 氏 
    ふくしま子どもの心のケアセンター・センター長  内 山 登紀夫 
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資資 料料

◇◇ふふくくししまま子子どどもものの心心ののケケアアセセンンタターー・・リリーーフフレレッットト◇◇

◇◇研研修修会会等等チチララシシ◇◇



すぐ始められる授業のシナリオ付き

「こころの授業」の研修会

参加費：無料
定員：各３０名

７月２６日（金）
10：00～16：00

南相馬市民文化会館(ゆめはっと)

10：00～16：00

福島学院大学駅前キャンパス

10：00～16：00

郡山ユラックス熱海

「こころの授業」は…

震災直後から福島の子ども支援として、県内

の小、中、高等学校、支援学校で行われてき

ました。問題が起こってから対処するのでは

なく、「こころの回復力・生活の中の対処能

力を向上させ、安定を図る」ことを目的とす

る予防的プログラムです。本研修では、進め

方や実施のポイントなどを講義とロールプレ

イを通して学び、学校などの場面ですぐに実

施していただける内容となっております。

Unit１：自己肯定感を高める・気持ちの切り替え

自分ができていることを見直し自己肯定感を高め

る・自身でできる気持ちの切り替え方を知る

Unit２：感情のコントロール・アサーション

自他の違いや自身の抱く感情に気づき、自他を
大切にした考え方や表現方法を身に付ける

一般社団法人 福島県子どもの発達支援協会
親と子のサポートセンターふくしま
ふくしま子どもの心のケアセンター

TEL 024-524-0005
受付時間 ：９：00〜１７：00  （担当：本田）

７月２９日（月） ８月 ５日（月）

内容：Unit１ 内容：Unit２ 内容：Unit２



参参加加者者のの声声
「「すすぐぐにに実実践践でで
ききるるももののばばかかりり、、
園園でで試試ししたたいいとと
思思いいまますす」」

参参加加者者のの声声
「「子子どどもものの興興味味
のの引引きき出出しし方方やや
声声ののかかけけ方方をを楽楽
ししくく学学ぶぶここととがが
ででききままししたた」」

子子どどもものの運運動動遊遊びび
指指導導者者ススキキルルアアッッププ研研修修会会

２０２４

二二本本松松市市城城山山第第二二体体育育館館

～～乳乳幼幼児児期期のの運運動動遊遊びびをを学学びびままししょょうう～～

令令和和６６年年９９月月１１４４日日（（土土））９９：：３３００～～１１１１：：３３００

「「ビビガガーーボボーールル」」（（薄薄手手のの柔柔ららかかいいボボーールル））をを使使っったた運運動動遊遊びびななどど
★★ビビガガーーボボーールルははおお持持ちち帰帰りりいいたただだけけまますす
★★上上履履ききごご持持参参のの上上、、動動ききややすすいい服服装装ででおお越越ししくくだだささいい

日日時時

場場所所

内内容容

一一般般社社団団法法人人 福福島島県県子子どどもものの発発達達支支援援協協会会
親親とと子子ののササポポーートトセセンンタターーふふくくししまま

おお問問合合せせ：：００２２４４－－５５２２４４－－００００００５５（（担担当当：：藁藁谷谷））

おお申申込込みみ方方法法はは裏裏面面ををごご覧覧くくだだささいい

参参加加費費無無料料

定定員員３３００名名

対対象象

保保育育士士、、幼幼稚稚園園教教諭諭、、保保健健師師等等

講講師師

福福島島新新体体操操ククララブブ代代表表 水水戸戸眞眞由由子子先先生生

保保育育場場面面やや親親子子のの運運動動
遊遊びびにに取取りり入入れれてて頂頂けけ
るるよようう、、実実技技をを通通ししてて
学学ぶぶ研研修修会会でですす

※この事業は「ふくしま子どもの心のケアセンター事業」として福島県より委託を受け実施します



子どもへの暴力防止の

知識とスキルを学ぶ基礎講座

とは、 （子どもへの暴力防止）の略で、子どもたちがいじめ、痴漢、誘拐、

虐待、性暴力といったさまざまな暴力から自分を守るた

めの教育プログラムです。この講座は プログラムを実践する暴力防止の専門家（ スペシャリスト）

を養成する講座です。

子どもへの虐待や暴力についての基礎的な知識やスキルを学べる講座ですので、どなたでもご参加できま

す。子どもに関わる全てのおとな（親、教師、保育士、保健師、電話相談員、カウンセラー、子ども会のリー

ダー、学童保育や子ども食堂のスタッフ、児童福祉施設・児童相談所のスタッフ、行政職員……）に受講し

ていただき、 の理解者と実践者として、共に子どもの人権が尊重される社会を創る仲間になってくださ

い。

【【対対 象象】】福福島島県県ににおお住住ままいいでで にに関関心心ののああるるすすべべててののおおととなな（（ 歳歳以以上上）） 【【定定 員員】】 人人

【【講講 師師】】 トトレレーーナナーー （（基基礎礎編編））矢矢島島 宏宏美美・・白白𡈽𡈽𡈽𡈽 希希 （（実実践践編編））太太田田 美美津津子子

※ は プログラムの使用に関する権限をもつ日本の トレーニングセンターです。

【【受受講講料料】】福福島島県県のの方方はは無無料料 ＊＊テテキキスストト代代 円円

【【申申込込みみ】】受受講講申申込込書書にに必必要要事事項項をを記記入入のの上上、、メメーールルままたたはは ででおお送送りりくくだだささいい（（申申込込締締切切：： 月月 日日））

※先着順にて受付け、定員になり次第締切ります。 より受講確定書をお送りします。

主催 一般社団法人
ジェイ キ ャ プ タ

（ ）

問い合わせ・申込み ０９０－２８７６－９４２９ ０１１－６６６－８５１７

総合インフォメーション ホームページ

協力： こおりやま（ ）

※この事業は「ふくしま子どもの心のケアセンター事業」として一般社団法人福島県子どもの発達支援

協会 親と子のサポートセンターふくしまの委託により実施しています。

子どもたちに 

いじめや誘拐、虐待、性暴力などの 

あらゆる暴力から 

自分を守るためのプログラムを 

小学校で実施する 

子どもへの暴力防止の専門家を養成 

  

  

キャップ

スペシャリスト養成講座 須賀川
日日 時時 基基礎礎編編 年年 月月 日日（（金金））・・ 日日（（土土））・・ 日日（（日日）） 計計 時時間間

（ 日目 ～ ／ 日目 ～ ／ 日目 ～ ）

実実践践編編 年年 月月 日日（（土土））・・ 日日（（日日）） 計計 時時間間

（ 日目 ～ ／ 日目 ～ ）

場場 所所 須賀川市労働福祉会館（ 福島県須賀川市茶畑 ／ ）



⽇時

災害時などに、ストレスを抱えた⼦どもや親・養育者の⼼を傷つけずに対応するた
めのスキルです。世界保健機関（WHO）などが作成したPFAマニュアルをもと
に、セーブ・ザ・チルドレンが2013年に開発しました。
⼦どもの認知発達段階の特性や年齢に合わせて、誰にでもできるこころの応急⼿当
です。

参加費参加費
無料無料

定 員 3 0 名定 員 3 0 名

お 問 い 合 わ せお 問 い 合 わ せ

10:00〜17:00（受付9：30〜）

郡 ⼭ ユ ラ ッ ク ス 熱 海  
第 2 ・ 3 ⼩ 会 議 室

⼦どものための⼦どものための
⼼理的応急処置研修会⼼理的応急処置研修会

会場

＼STEP１／ ＼STEP２／ ＼STEP３／

・はじめに
・⼦どものためのPFAとは
・危機的状況下で⼦どもが
 ⽰す反応

・ロールプレイ
・まとめ

⼦ ど も の た め の P F A と は

2024年
⼟11⽉9⽇

⼀般社団法⼈�福島県⼦どもの発達⽀援協会 ⼀般社団法⼈�福島県⼦どもの発達⽀援協会 
親と⼦のサポートセンターふくしま親と⼦のサポートセンターふくしま

TEL：024-524-0005TEL：024-524-0005（担当：仁科）（担当：仁科）
FAX：024-524-0006FAX：024-524-0006

協⼒：公益財団法⼈ セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン協⼒：公益財団法⼈ セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
この事業は「ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター事業」として福島県から委託を受け実施しますこの事業は「ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター事業」として福島県から委託を受け実施します

お申し込み⽅法は裏⾯をご覧くださいお申し込み⽅法は裏⾯をご覧ください

研修内容研修内容

 hycological hycologicalPP FF irstirst AA id �for �Childrenid�for�Children

・PFAを必要とする⼦ども
 の⾒極め⽅とストレスを
 抱えている⼦どもとの最
 初のコンタクトの取り⽅
・コミュニケーションの
 ポイント



お申し込み・お問い合わせ

 ⽶国で開発された、⼦どもが加害者にならないためのプログラムです。「キレない⼦ど
もを育てよう」を合⾔葉に、⼦どもが幼児期に集団の中で社会的スキルを⾝につけ、さ
まざま場⾯で⾃分の感情を⾔葉で表現し、対⼈関係や問題を解決する能⼒と怒りや衝動
をコントロールできるようレッスンが計画されています。
 本講演会では、セカンドステップのデモレッスンを体験できます。次年度開催予定の
養成研修会に参加することで、教材を⽤いた現場での実施が可能になります。まずは⼀
緒にセカンドステップを体験してみませんか？

詳しくは裏⾯をご覧ください

13:30～15:307/6 土

2024

（受付13:00～）

セカンドステップ
無料講演会

いじめをしない、させない子を育てる

けんしん郡山文化センター４階第３会議室
（郡山市堤下町１番２号）

場所

セカンドステップとは…

親と子のサポートセンターふくしま（担当：能渡）

FAX : 024-524-0006
〒960-8505 福島市本町2-10福島学院大学駅前キャンパス4階

TEL : 024-524-0005

セカンドステップに興味のある
教員・保育士・幼稚園教諭・施設職員等

対象

30名程度定員



「親と⼦どものふくふくトレーニング」とは�

⾏動⼼理学の理論背景をもとに、⼦どもの
問題⾏動を減らし、望ましい⾏動を効果的
にしつけられるスキルを、経験的に体得す
るプログラムです。本研修は「親と⼦ども
のふくふくトレーニング」を、養育者や⼦
どもに関わる仕事をしている専⾨家に伝え
るトレーナーを養成する講座です。

会
場 福島県男⼥共⽣センター(福島県⼆本松市郭内⼀丁⽬196-1)

10名程度定
員

家庭⽀援を⾏っている⽅
（⼦育て⽀援センター職員、児童相談所職員、保健師など）

講
師
佐藤�早苗
安部�郁⼦ 

⽒

⽒

（福島県総合療育センター）

（福島⼤学⼈間発達⽂化学類
  親と⼦のサポートセンターふくしま）

23 24⼟2 22/
2025

⽇
時

⽇ ⽉・祝
22⽇（⼟）
23⽇（⽇） 
24⽇(⽉・祝) 

の

※３⽇間連続での受講をお願いいたします。

⽇間3
9：30〜17：30 

10：00〜17：30�(9：30〜受付)

9：00〜17：00 

トレーナー養成講座トレーナー養成講座
親と⼦どものふくふくトレーニング親と⼦どものふくふくトレーニング

お申し込みは
裏⾯から

FAX：024-524-0006TEL：024-524-0005

⼀般社団法⼈�福島県⼦どもの発達⽀援協会�
親と⼦のサポートセンターふくしま

（担当：仁科）

受講料
無料
受講料
無料

この事業は「ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター事業」として福島県から委託を受けて実施します。



⽇

会場

時間
3 23/ 13：00�〜16：30

ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター
東⽇本⼤震災後の

浜通りの⼦どもたちへの⽀援報告会
〜“未来”へつながる⽀援のために〜

「福島県のこれまでの⼦どもたちへの⽀援について」
第１部 浜通りの⼦どもたちへの⽀援の取り組み

福島県保健福祉部こども未来局児童家庭課主幹   ���熊坂和美
「乳幼児から学齢期の発達のための⽀援について」

ふくしま⼦どもの⼼のケアセンターセンター⻑
（福島学院⼤学副学⻑・福祉学部福祉⼼理学科教授） 内⼭登紀夫

「学齢期の発達⽀援〜学校⽀援〜」
ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター副センター⻑
（宮城県⼦ども総合センター附属診療所 精神科医師） 鈴⽊勝昭

あいさつ

福島県保健福祉部こども未来局⻑  吉成宣⼦

第２部 シンポジウム�未来”へつながる⽀援のために

 コーディネーター 安部郁⼦  

 パネリスト    武内雅之�⽒
          児島⼤寛�⽒
          遠藤隼⼈�⽒
          新妻陽⼦�⽒
          本⽥智春�����
 コメンテーター  前⽥正治�⽒
          
          内⼭登紀夫 
 

杉妻会館「百合の間」

主催：福島県、ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター
福島県委託「ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター事業」

（福島県福島市杉妻町3-45）

令和７年

【問い合わせ先】親と⼦のサポートセンターふくしま  ☎�024-524-0005 

（12：30〜会場受付）

ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター副センター⻑
（国⽴⼤学法⼈福島⼤学地域デザイン科学研究科特任教授）
（富岡町⽴富岡⼩学校⻑・中学校⻑）
（富岡町福祉課⼦育て⽀援係保健師）
（基幹相談⽀援センターふたばセンター⻑）
（児童発達⽀援センターわくわくキッズ管理者）
（ふくしま⼦どもの⼼のケアセンター主任精神保健福祉⼠・公認⼼理師）
ふくしま⼼のケアセンター所⻑
（福島県⽴医科⼤学医学部災害こころの医学講座教授）
ふくしま⼦どもの⼼のケアセンターセンター⻑
（福島学院⼤学�副学⻑・福祉学部福祉⼼理学科教授）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般社団法人福島県子どもの発達支援協会 
ふくしま子どもの心のケアセンター 2024 年度活動報告書 
発行日：2025 年 3月 31 日 
所在地：〒960-8505 福島県福島市本町 2番 10 号 

（福島学院大学 福島駅前キャンパス 4階） 
HP：https://oyakoko-f.org 
TEL：024-524-0005 
FAX：024-524-0006 
印刷所：株式会社阿部紙工 
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